
款 項 目

2 1 6

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合

3 3合計 45,546 13,372 32,174 71% 3

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

4 4

 - - - - - - - -

令和６年能登半島地震被災地支援 498 106 392 79% 4

防災設備管理 18,078 1,600 16,478 91% 4 3 4

備蓄品管理 8,828 971 7,857 89% 3 4 3

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

災害対策事務 18,142 10,695 7,447 41% 3 4 3

事業の
成果・効果

実践的な防災訓練として、総合防災訓練を11/10に犬山西小学校で実施し、900人以上の住民等が参加
した。また、土砂災害に強い地域づくり活動を6/9に今井地区で、ペット同室避難の避難所開設訓練
を1/20に市体育館で、福祉避難所開設訓練を10/26に城東第2子ども末来園で、ボランティアセンター
開設訓練を7/23に南部公民館で実施した。市民の防災減災意識高揚を図るため、町内会等の依頼に応
じて防災講話等を実施し、更新した防災ハンドブック・ハザードマップを配布し、自主防災活動に対
する補助金により、地域防災力を向上することができた。災害時の情報伝達手段として、FM波を利用
した放送設備を整備し、防災ラジオを市民に販売した。備蓄品に関しては、資機材や賞味期限が到来
する備蓄食料分を購入し、賞味期限が近い食料は、各種訓練や出前講座での配布、学校給食に活用す
ることで、市民へ啓発した。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

災害対策費 154

施策事業名 災害対策事業

事業目的 各種防災対策事業を展開することにより防災体制を強化し、市民の安全・安心な暮らしを確保する。

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 市民部

課　名 防災交通課

事業内容

●事業の全体計画
　・訓練の実施、設備の維持管理、備蓄品及び資機材の整備を推進し、防災体制の強化を図る。
●主な事業内容
　◯災害対策事業
　　・実践型の防災訓練の実施
　　・市民の防災減災意識の高揚を図る啓発活動（防災ハンドブック及びハザードマップの更新）
　　・防災支援事業の実施(家具等転倒防止器具取付・感震ブレーカー取付補助・防災倉庫設置補
　　　助・自主防災組織立ち上げ・資機材購入補助）
　◯防災設備管理
　　・防災関連機器等の管理（緊急情報通報装置（防災ラジオ）の整備）
　◯備蓄品管理
　　・備蓄食料や備蓄品の購入、配備
●主な決算の内訳
　・防災ハンドブック及びハザードマップの更新（内容見直し、印刷）　　  9,548,000円
　・家具等転倒防止器具取付事業委託費　　　　　　　　　　　　　　  　　2,847,555円
　・感震ブレーカー取付補助金の拡充（対象拡充、補助額5千円→10千円） 　　140,100円
　・災害時緊急情報提供システム使用料（あんしんメール・電話・LINE）　　2,905,441円
  ・緊急情報通報装置（防災ラジオ）の整備　　放送設備工事　　　　　　　7,590,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別受信機（防災ラジオ）　4,455,000円
　・備蓄食料及び備蓄品の購入（消耗品費）　　　　　　　　　　　　 　 　8,233,688円



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

大規模災害時における避難所での生活の質の向上。

各種防災訓練や防災支援事業の実施による住民の防災意識の向上、地
域住民による避難所運営訓練の実施、防災人材の育成、備蓄品や資機
材の整備などを総合的に推進することで、防災体制を強化し、地域防
災力の向上を図る。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

ボランティアセンターの開設訓練を初めて実施した。ペット同室避難訓練では、避
難所で受け入れできないペットを想定し、犬山動物医療センターと連携して訓練を
行った。また、LINEやメール以外の災害時の情報伝達手段として、FM波を利用した
緊急情報通信装置を整備し、防災ラジオを販売した。

令和７年度に見直しを
実施している事項

・業務継続計画（BCP）の見直し
・国土強靭化計画の見直し
・スフィア基準を考慮した備蓄計画の見直し

今後見直しを検討する事項
・受援計画の検討
・災害ケースマネジメントと災害関連死対策の研究
・MCA無線の次世代検討

⑤目標の
達成度 4 地域防災計画の見直し、防災訓練等の適切な実施、計画的な備蓄資機材の購入を行った。

⑥改善の
取組状況 3 災害対応の中で、その都度改善を行った。他市の例を参考に、今後も継続的に改善を図っ

ていく。

③受益の
公平性 4 市民全体、個人から地域に対して幅広く行う業務である。

④ニーズ
の把握 3 個別のニーズが継続的にあるが、優先順位を判断し業務を実施している。

①市実施
の妥当性 4 災害対策基本法第5条（市の責務）により、市が計画を作成し、それを実施する必要があ

る。

②事業の
必要性 4 災害に備えた対策事務であり、発災時に欠かせないものである。

一般財源の割合 94% 71% 97%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 0 7,962 0

一般財源 18,592 32,174 39,311

国県支出金 1,207 5,410 1,272

地方債 0 0 0

R5決算 R6決算 R7予算

19,799 45,546 40,583

評価チャート
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款 項 目

2 1 11

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 市民部

課　名 防災交通課

事業内容

●事業の全体計画
　・市民の交通安全の確保や交通環境の整備を行い、安全で安心して暮らせる環境を確保する。
●主な事業内容
　○交通
　　・犬山警察署や町会長、市民団体と連携して交通安全運動（各種キャンペーン等）を実施
　　・交通安全事業実施団体へ補助金を交付し、活動を支援
　　・自動車運転免許証を自主的に返納した65歳以上の市民を対象に高齢者免許証自主返納支援事業
　　　を実施
　　・交通環境向上のため交通安全啓発看板、反射鏡、道路停止指導線等を設置
　○防犯
　　・犬山警察署や関係機関と連携して各種キャンペーン（自転車盗、特殊詐欺等）を実施
　　・防犯事業実施団体へ補助金を交付し、活動を支援
　　・町内会等が防犯カメラを設置する費用を補助
　　・補助錠やセンサーライトなど防犯対策設備設置費や特殊詐欺防止用電話機器購入費を補助
●主な決算の内訳
　・土木要望等による反射鏡等の設置及び撤去　　　　　　　　　1,276,000円
　・土木要望等による反射鏡及び区画線の修繕　　　　　　　　　3,900,600円
　・既存反射鏡の保守点検（注意シール、保守点検委託料） 　　 3,418,030円
　・防犯カメラの計画的な設置及び更新（修繕等を含む）　　　　1,839,420円
　・自転車乗車用ヘルメット購入費補助（継続）　　　　　　　　　560,200円
  ・町内会等が設置する防犯カメラの設置費補助　　　　　　　　　259,000円
　・防犯対策費補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,430,600円
　・特殊詐欺防止用電話機器購入費補助　　　　　　　　　　　　  543,700円

事業の
成果・効果

犬山警察署や町会長、市民団体等と連携し、各季の街頭大監視をはじめとした交通安全運動を実施
し、市民等の交通安全意識の高揚を図った。道路交通環境の整備に関して、土木要望等に基づき、反
射鏡関連（22本）、停止指導線（65か所）、交通安全啓発看板（79枚）を対応した。安全な地域づく
りに関して、市内の主要な交差点等へ新たに7基の防犯カメラを設置することができた。また、交通
安全及び防犯に関する補助金により、交通安全及び防犯意識の高揚を図り、安全で安心なまちづくり
を推進した。【防犯対策費補助（152件）、特殊詐欺防止用電話機器購入費補助（111件）、自転車乗
車用ヘルメット購入費補助（296件）（件数は令和7年3月31日時点）】

財源内訳 見直し・点検進捗評価

交通防犯対策費 168

施策事業名 交通防犯対策事業

事業目的
市民の交通安全を確保し、快適な交通環境の整備を行うとともに、誰もが安全に安心して暮らせる環
境を確保する。

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

交通安全対策事務 4,397 280 4,117 94% 3 3 4

交通安全対策施設整備 8,595 0 8,595 100% 3 3 3

自転車等駐車場管理 733 4 729 99% 3 3 3

4 4

 - - - - - - - -

防犯推進 6,133 917 5,216 85% 3

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

3合計 19,858 1,201 18,657 94% 3 3

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

R5決算 R6決算 R7予算

16,443 19,858 23,262

国県支出金 1,165 1,197 1,800

地方債 0 0 0

一般財源の割合 93% 94% 92%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 8 4 21

一般財源 15,270 18,657 21,441

交通安全や防犯対策等について、他市町の例を参考に、今後も活動の幅を広げるととも
に、改善を継続的に進める。

③受益の
公平性 4 全市民が対象となる事業である。

④ニーズ
の把握 3 町会長や土木常設員、ＰＴＡ等を通して、交通安全や防犯に関する要望を随時受け付けて

おり、ニーズを把握している。

①市実施
の妥当性 3 市民にとって安全で安心なまちづくりを実現するために必要な事業である。

②事業の
必要性 3 市民が安全に安心して生活する上で、交通安全や防犯活動に関する施策は必要な事業であ

る。

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

市民生活に不安や脅威等を与える犯罪や交通事故な
どは依然として後を絶たない。市民が安全で安心し
て暮らすことができる環境の整備。

犯罪の未然防止のため、防犯カメラの設置や補助事業による市民等の
防犯活動を支援していく。また、犬山警察署や町会長、市民団体等と
連携し、各季の街頭大監視をはじめとした交通安全運動を実施し、市
民等の交通安全意識の高揚を図っていく。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

・警察との連携体制の確認
・反射鏡（約2,000本）の適正な管理を行うため、保守点検を3か年（R6～R8）で
　進め、危険度の高いものから翌年度（R7）から修繕を行っていく。R6に全体の
　約1/3の反射鏡（池野地区、羽黒地区、楽田地区）の保守点検を実施した。

令和７年度に見直しを
実施している事項

・自転車等駐車場の環境整備の検討（善師野駅南、富岡前駅）
・町内会等の防犯活動を支援する取組方法の検討

今後見直しを検討する事項 ・反射鏡などの交通安全施設の効率的な維持管理方法の検討

⑤目標の
達成度 4

新たに防犯カメラを6基設置した。また、町内会等へ防犯カメラの設置費補助を実施し
た。
犬山警察署等と連携し、交通安全や防犯活動の啓発活動を定期的に実施した。

⑥改善の
取組状況 3

評価チャート
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款 項 目

2 1 11

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円） （見直し・点検進捗評価は４段階）

目名 決算書(P)

事業名 決算額
一般財源
の割合

4 3合計 91,577 2,086 89,491 98% 3

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

- -

 - - - - - - - -

 - - - - - -

公共交通網整備基金積立金 1 1 0 0% 4 4 4

 - - - - - - - -

特定財源 一般財源 利便性向上
情報発信
・共有化

業務の
効率化

地域公共交通 91,576 2,085 89,491 98% 3 4 3

事業の
成果・効果

・利用者が安全に安心して移動できるよう運行事業者と連携して、わん丸君バスを運行した。
・地域公共交通計画の実施事業として、市民向けにバスの乗り方教室の開催や商業施設の特典
　付きのデジタルチケットを導入した。
・令和8年12月のわん丸君バス再編に向け、町会長及び利用者、運転手にアンケートを実施した。
・岐阜バス減便に伴う交通空白地対応として、新たな公共交通である公共ライドシェア実施した。

財源内訳 見直し・点検進捗評価

交通防犯対策費 168

施策事業名 地域公共交通事業

事業目的 交通空白地に居住する交通弱者等の交通手段の確保と日常生活の支援拡充を図る。

令和６年度　決算説明書 / 事業評価シート

予算 部局名 市民部

課　名 防災交通課

事業内容

●事業の全体計画
　・利用者が安全に安心して移動できるよう、運行事業者と連携し、コミュニティバス（愛称：
　　わん丸君バス）を運行する。
　・地域住民等の移動手段を確保できるよう、鉄道、バス、タクシー事業者等の交通事業者と
　　調整を図っていく。

●主な事業内容
　・令和5年12月より、栗栖地区、今井地区の中学生の通学のため、朝便2路線を導入。
　　車両8台、10路線、月曜日から金曜日までの平日毎日（祝日含む）を運行。
　・令和6年12月より、岐阜バス「明治村線」の減便対応として、公共ライドシェアを実施。
　・交通弱者等に対する総合的な交通施策として、タクシー助成制度の拡充を高齢者支援課及び
　　福祉課にて段階的に進めていく。

●主な決算の内訳
　・コミュニティバス運行負担金  　　 　　　　　　　　　　　89,148,562円
　・公共ライドシェア運行負担金　　　　　　　　　　　　　　　1,051,034円
　・地域公共交通会議委員報酬　　　　　　　　　　　　　　　　　 93,600円
　・消耗品費（小中学生乗車券の台紙、時刻表用ラベル紙など）　　173,783円
　・印刷製本費（1日乗車券、回数券）　　　　　　　　　　　　 　424,600円



Ⅲ：年度別事業費の状況 （単位：千円）

Ⅳ：事業の評価　（ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ）

Ⅴ：業務の見直し・点検　（ＰＤＣＡサイクルのＣ→Ａ）

Ⅵ：課題とその対応策及び今後の方向性　（令和６年度におけるＰＤＣＡの成果：次のサイクルに反映させていく事項）

事業費

課　　題 対応策・今後の方向性

利用者ニーズに合致した総合的な公共交通と、運転
士不足への対応。

利用実態やニーズに対応した効率的なバスの運行（ルート、ダイヤ）
を研究する。また、わん丸君バスだけでなく、デマンド交通など様々
な移動手段の組み合わせを研究し、市全体の公共交通ネットワークの
形成を図る。

財
源
内
訳

令和６年度に見直しを
実施した事項

・商業施設の特典付きのデジタルチケットを導入した。
・わん丸君バスの次回再編に向けた町会長及び利用者アンケートを実施した。
・岐阜バス減便による明治村沿線の住民の朝夜の移動の足を確保するため、公共
　ライドシェアを実施した。

令和７年度に見直しを
実施している事項

・わん丸君バスの利便性の向上のため、次回再編のダイヤやルートの案などを検討
　する。
・公共ライドシェアの運行を検証し、令和8年4月以降の運行を検討する。

今後見直しを検討する事項
・わん丸君バスの維持・活性化のため、運転士の確保や安全で利便性の高い運行
　方法を検討する。
・バスの路線と行き先を利用者がわかりやすいように表示する方法を検討する。

⑤目標の
達成度 3 令和5年12月のバス再編により1日あたり16便の減便をしたものの、バスの乗車人数は令和

6年度110,747人（R5:114,693人、前年比3,946人減）と微減に留まった。

⑥改善の
取組状況 3 運転士や車両、財源の制限などがあるものの、アンケートにより把握したニーズを活用

し、令和8年12月の再編で更なる利便性の向上に努めていく。

③受益の
公平性 3 年間延べ約11万人がバスを利用している。運賃は大人1日200円。公共ライドシェアの利用

者は岐阜バス料金を参考に1乗車300円。

④ニーズ
の把握 4 町会長アンケートや利用者アンケートにより、地域のニーズを把握している。

①市実施
の妥当性 3

高齢者などの交通弱者に対する移動サービスの提供として、わん丸君バス等の公共交通は
必要不可欠であるが、民間事業者がバス事業から撤退しており、交通弱者の移動手段を確
保するため、市が主体的に実施しなければならない。

②事業の
必要性 4 わん丸君バスは高齢者などの交通弱者が、買い物や病院へ行くための貴重な移動手段と

なっており、日常生活に直結する事業である。

一般財源の割合 98% 98% 98%

評価の観点 評　価 評価根拠

その他 1,399 1,481 1,526

一般財源 79,891 89,491 99,139

国県支出金 0 605 0

地方債 0 0 0

R5決算 R6決算 R7予算

81,290 91,577 100,665

評価チャート
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